
「三人の天使の言葉」           2019 年 09 月 11 日 

ヨハネの黙示録 14 章 6 節～13 節 わたしはまた、別の天使が空高く飛ぶのを見た。 

この天使は、地上に住む人々、あらゆる国民、種族、言葉の違う民、民族に告げ知らせる

ために、永遠の福音を携えて来て、大声で言った。「神を畏れ、その栄光をたたえなさい。

神の裁きの時が来たからである。天と地、海と水の源を創造した方を礼拝しなさい。」ま

た、別の第二の天使が続いて来て、こう言った。「倒れた。大バビロンが倒れた。怒りを

招くみだらな行いのぶどう酒を、諸国の民に飲ませたこの都が。」また、別の第三の天使

も続いて来て、大声でこう言った。「だれでも、獣とその像を拝み、額や手にこの獣の刻

印を受ける者があれば、その者自身も、神の怒りの杯に混ぜものなしに注がれた、神の怒

りのぶどう酒を飲むことになり、また、聖なる天使たちと小羊の前で、火と硫黄で苦しめ

られることになる。その苦しみの煙は、世々限りなく立ち上り、獣とその像を拝む者たち、

また、だれでも獣の名の刻印を受ける者は、昼も夜も安らぐことはない。」ここに、神の

掟を守り、イエスに対する信仰を守り続ける聖なる者たちの忍耐が必要である。 

また、わたしは天からこう告げる声を聞いた。「書き記せ。『今から後、主に結ばれて

死ぬ人は幸いである』と。」“霊”も言う。「然り。彼らは労苦を解かれて、安らぎを得

る。その行いが報われるからである。」 

 

ヨハネはまた、「別の天使が空高く飛ぶのを見た。」この天使は、地上に住む人々、あ 

らゆる国民、民族に「永遠の福音」を携え、告げ知らせるために来た。「神を畏れ、その

栄光をたたえなさい。神の裁きの時が来たからである。天と地、海と水の源を創造した方

を礼拝しなさい」と大声で言った。天と地とそこにある全てのものを創造した神を畏れ、

栄光を称え、礼拝せよ。神の裁きが下される終末到来の宣言である。ヨハネは「永遠の福

音」という言葉で迫害は一時的だが、福音の喜びは永遠であると明言している。 

続いて第二の天使が来て、「倒れた。大バビロンが倒れた。怒りを招くみだらな行いの

ぶどう酒を、諸国の民に飲ませたこの都が」と言った。神意に反逆する大バビロン、即ち、

キリスト者を迫害するローマ帝国の滅びを告げている。ローマは、淫らな行いであるぶど

う酒を諸国の民に飲ませ、酔わせた都である。第三の天使も続いて来て、大声で、「だれ

でも、獣とその像を拝み、額や手にこの獣の刻印を受ける者があれば、その者自身も、神

の怒りの杯に混ぜものなしに注がれた、神の怒りのぶどう酒を飲むことになり、また、聖

なる天使たちと小羊の前で、火と硫黄で苦しめられることになる。その苦しみの煙は、世々

限りなく立ち上り、獣とその像を拝む者たち、また、だれでも獣の名の刻印を受ける者は、

昼も夜も安らぐことはない」と裁きの内容を告げた。額や手に獣の刻印を受け、獣の像を

拝む者たちは神の怒りが注がれたぶどう酒を飲み、天使とキリストの前で火と硫黄で苦し

められ、昼も夜も安らぐことはない。そこでヨハネは、「神の掟を守り、イエスに対する

信仰を守り続ける聖なる者たちの忍耐が必要である」と警告する。その時、天からの「書

き記せ。『今から後、主に結ばれて死ぬ人は幸いである』と」という声を聞いた。更に「“霊”

も言う。『然り。彼らは労苦を解かれて、安らぎを得る。その行いが報われるからである』」

と、キリストに結ばれた者たちは安堵して、裁きの場に立つことができる。行いが報われ

るからである。最後の審判を告げた三人の天使の言葉から、ヨハネは、ローマ帝国は倒れ

る、迫害に耐え、終末時の救いに与るように、今をキリスト信仰に生きよと勧めている。 


